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第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
牟
島
西
鋤
の
地
競

藁
黒
人
が
日
本
内
地
の
玉
葱
に
及
ぼ
す
影
響
は
果
し
て
動

何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
乎
。
而
し
て
こ
れ
は
壷
灘
ば
か
り

で
は
な
い
、
朝
鮮
に
就
て
も
ま
把
同
檬
に
考
慮
を
要
す
る

こ
ご
で
め
る
。
私
は
領
土
の
洗
張
、
植
民
の
登
展
に
絆
ひ

て
生
す
る
新
な
る
臼
本
人
が
如
何
な
る
も
の
に
な
る
か
、

叉
彼
等
が
奮
日
本
に
の
就
會
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
如
何
は
、

大
に
考
究
を
要
す
る
重
要
問
題
で
あ
る
ご
從
來
か
ら
思
惟

し
て
鞭
つ
陀
こ
ご
で
め
る
が
、
璽
灘
に
墾
っ
て
は
愈
々
痛

切
に
之
を
戚
じ
π
こ
ご
で
あ
る
○

　
（
一
）
　
水
科
七
三
郵
氏
蓮
「
羅
灘
に
於
け
る
菰
野
の
獲
育
」
（
響
胴
二
年
三

　
月
以
降
暴
行
の
「
嚢
子
統
計
協
至
難
誌
」
口
入
十
六
號
以
下
、
第
九
十
一

　
猟
ま
で
、
一
団
に
亘
り
て
二
一
）
o

　
（
二
）
叢
に
蕎
謎
本
亡
い
ふ
の
に
、
無
上
土
に
謝
し
て
奮
來
の
二
本
を
指

　
す
。　

　
朝
脚
鮮
牛
島
西
側
の
地
貌

　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
小
川
琢
治

朝
鮮
宇
島
を
算
道
に
よ
り
て
族
行
ず
る
も
の
、
慶
爾
道

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
七
〇
五
）

よ
り
全
羅
忠
清
法
諺
に
入
り
て
威
す
る
．
所
は
地
貌
の
秋
風

嶺
以
東
、
し
以
西
に
於
け
る
著
し
き
反
襯
な
り
O
秋
風
嶺
以

東
に
在
り
て
は
山
間
の
黙
考
急
斜
面
を
成
し
谷
底
深
く
谷

道
V
字
状
の
断
面
を
成
す
に
反
し
、
其
以
西
に
入
れ
ば
難

谷
爾
側
の
斜
面
は
渋
く
鈍
く
し
て
谷
底
は
華
字
朕
に
抵
き

断
面
を
成
す
を
豊
穣
も
顯
愚
な
る
差
異
こ
す
。
慶
爾
道
の

西
界
金
泉
よ
り
忠
清
道
南
端
の
沃
珊
に
至
る
問
の
地
帯
は

此
の
地
貌
の
限
界
に
早
る
漸
移
地
域
に
し
て
、
跨
道
の
海

抜
高
度
ご
爾
側
の
山
嶽
こ
の
高
度
の
差
著
し
か
ら
す
○
此

の
慶
爾
道
即
ち
洛
東
江
流
域
の
地
貌
は
千
本
内
地
ご
同
じ

く
、
三
州
街
道
の
動
き
著
朋
な
る
直
線
朕
の
簿
通
男
難

く
』
身
な
ご
も
認
め
ら
れ
、
其
の
地
貌
成
因
の
要
素
こ
し

．
て
地
盤
其
も
の
、
愛
動
が
重
要
な
る
役
割
を
演
ず
る
こ
ご

小
藤
博
士
の
夙
に
指
示
せ
ら
れ
し
所
な
る
が
、
之
に
附
随

し
て
表
面
を
創
印
す
る
浸
蝕
作
用
が
第
二
の
要
素
こ
し
て

盛
ん
に
活
動
し
又
写
今
爾
ほ
活
動
し
つ
、
あ
る
を
信
ず
○

西
側
の
地
貌
に
至
診
て
は
内
地
の
比
較
的
早
期
の
被
覆
層



あ
る
地
貌
に
於
て
見
る
所
の
鈍
き
波
客
地
（
醐
東
梶
野
以

北
）
こ
も
大
に
趣
を
異
に
し
、
非
常
に
永
き
時
代
を
通
じ

て
大
氣
中
に
飼
斜
さ
れ
懸
る
老
朽
地
貌
を
呈
す
る
も
の
な

り
Q
其
黙
平
平
側
の
山
嶽
が
此
の
表
面
作
用
に
よ
り
て
削

李
さ
る
、
ご
共
に
黙
底
は
崩
壊
せ
る
土
砂
に
埋
没
し
て
淺

く
澗
き
難
谷
李
地
こ
な
れ
る
な
り
。
而
し
て
此
の
作
用
の

…
進
行
に
於
て
大
に
注
意
す
べ
き
は
風
化
表
土
層
の
非
常
に

厚
き
こ
ご
に
し
て
、
朝
鮮
牢
島
を
通
君
て
其
西
部
に
最
も
．

廣
く
分
布
す
る
花
商
岩
質
の
片
麻
岩
が
地
盤
を
成
す
庭
は

黄
白
色
乃
至
帯
赤
褐
色
の
長
石
濫
掘
の
粒
を
含
む
「
現
地

成
生
の
緯
積
暦
」
些
二
～
、
写
諺
が
山
嶽
郵
陵
乃
至
着
地
を
威

し
、
爾
水
に
洗
溝
さ
る
、
慮
は
崩
れ
て
無
数
の
細
谷
こ
な

り
、
山
嶽
の
一
華
は
草
木
の
被
覆
を
失
ひ
て
禿
山
こ
な
る

・
と
あ
り
。
大
田
よ
り
緩
山
成
激
に
至
る
間
の
低
李
な
る
土

地
は
此
の
如
く
し
て
現
在
の
地
貌
こ
な
れ
る
も
の
な
う
。

則
ち
此
の
地
域
に
鞭
て
最
も
著
し
き
は
雨
水
の
直
接
に
山

嶽
を
削
李
す
る
以
外
に
、
谷
底
の
流
水
即
ち
河
水
の
浸
蝕

　
　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
半
島
西
働
の
地
貌

作
用
の
働
く
こ
ご
太
だ
微
々
ご
し
て
、
谷
底
を
削
り
深
か

め
て
地
貌
の
凹
凸
を
凹
む
る
こ
ご
な
き
事
事
な
り
Q
更
に

之
を
換
言
す
れ
ば
此
の
地
域
の
地
貌
の
現
状
は
地
貌
輪
廻

の
最
後
の
階
級
π
る
老
朽
期
に
黒
し
、
今
省
ほ
墓
準
作
用

ごd

Q
0
治
く
O
鳥
撃
の
進
行
し
つ
、
あ
る
な
り
O

　
何
故
に
此
の
地
域
に
流
水
の
浸
蝕
作
用
が
微
々
淀
る
や

は
一
考
す
べ
き
問
題
な
る
が
、
吾
人
の
年
高
地
質
の
智
識

よ
り
推
測
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
此
の
地
域
即
ち
黄
海
に
瀕

す
る
地
方
は
中
生
代
以
後
の
海
成
暦
を
敏
く
も
め
に
し
て

第
三
紀
以
後
に
地
盤
の
昇
降
な
か
り
し
こ
ご
日
本
群
島
の

璃
合
ご
著
し
き
差
異
の
黙
な
り
。
蓋
し
現
在
の
西
側
地
方

は
此
の
安
定
な
る
地
盤
が
圭
こ
し
て
表
面
よ
り
働
く
削
季

作
用
の
み
に
服
重
し
其
の
指
定
さ
れ
だ
る
穫
路
を
辿
り
つ

、
あ
り
て
群
島
の
地
盤
め
如
く
一
度
山
里
原
ご
な
り
元
る

地
髄
が
再
び
隆
塾
し
て
第
二
の
輪
廻
に
入
b
測
る
如
き
攣

化
多
き
穫
路
を
進
む
も
の
こ
大
に
趣
を
異
に
せ
る
も
の
な

り
。
即
ち
流
水
浸
蝕
作
用
の
微
々
攣
る
は
造
陸
作
用
の
行

第
　
】
幽
號
　
　
　
　
一
閃
円
一
　
　
（
七
〇
六
）

’



〆

　
　
　
第
一
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
串
島
四
側
の
地
貌

は
れ
ざ
る
爲
な
ヶ
、
鷲
谷
が
一
般
に
段
級
の
歓
如
せ
る
事

實
も
請
花
此
の
消
極
的
事
實
の
一
義
謹
熱
る
べ
き
な
り
。

　
漠
江
大
同
江
清
川
江
の
下
流
地
方
鐵
道
沿
線
の
地
貌
を

梱
る
に
、
大
笠
に
干
て
以
上
述
べ
陀
る
忠
清
道
地
方
ご
趣

を
一
に
し
、
大
同
江
南
の
黄
州
中
和
等
の
下
地
の
如
き
、

古
生
層
の
古
期
石
馬
論
告
の
主
要
な
る
地
盤
を
成
す
庭
も

亦
だ
表
土
厚
も
石
灰
岩
の
風
化
に
よ
り
て
成
れ
る
剰
徐
油

魚
男
鼠
肝
腎
巳
愕
は
潴
色
の
表
土
こ
し
て
存
し
地
貌
は

忠
清
南
道
の
片
麻
岩
地
方
よ
り
も
更
に
鈍
き
緩
慢
な
る
波

状
の
蔭
地
を
成
せ
り
。
是
よ
り
以
北
は
凹
凸
精
鋭
く
山
嶽

黙
谷
の
形
勢
是
よ
り
以
北
ご
異
れ
る
を
認
む
る
は
、
或
は

造
陸
作
用
が
南
傘
に
比
し
て
多
少
働
き
だ
る
に
よ
る
か
、

此
の
黙
は
吾
人
忽
々
の
槻
察
に
て
は
遽
か
に
判
定
し
能
は

ざ
る
所
な
り
こ
す
。

　
抑
朝
鮮
雫
島
ぽ
現
在
の
氣
感
嘆
も
日
本
服
島
ご
北
支
那

こ
の
中
間
に
在
り
て
其
の
漸
適
地
属
把
る
は
氣
温
雨
量
等

の
分
布
上
よ
b
明
か
な
る
が
、
上
に
蓮
べ
た
る
表
土
被
覆

の
懸
態
亦
三
碧
の
思
至
に
適
癒
す
る
も
の
に
し
て
、
出
東

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　

一
四
二
（
七
〇
七
）

遼
東
爾
牢
島
に
潤
て
普
通
な
る
黄
土
を
置
く
こ
ご
大
陸
ご

全
く
趣
を
異
に
せ
る
瓢
な
る
ご
、
勲
等
に
、
其
の
厚
き
表

土
の
存
在
は
削
季
浸
蝕
の
盛
ん
な
る
日
本
群
島
ざ
も
異
れ

る
黙
こ
し
て
注
意
さ
る
．
、
な
り
○
吾
人
は
宇
島
の
飯
野
地

域
こ
し
て
意
義
が
氣
候
に
満
て
最
も
顯
著
に
し
て
延
い
て

表
土
の
状
態
に
及
び
地
貌
に
此
の
如
き
勝
色
を
起
せ
る
も

の
こ
認
め
ざ
る
可
ら
す
○
造
陸
作
用
の
感
量
は
偶
ま
此
の

備
蓄
關
係
の
螢
力
の
活
動
を
一
層
顯
著
な
ら
し
め
π
・
Q
も

の
こ
す
る
を
要
義
の
見
解
こ
す
べ
き
な
り
○
硬
く
の
如
く

詮
し
垂
れ
ば
慶
爾
道
の
如
く
日
本
海
及
び
樹
馬
海
峡
に
面

し
日
本
群
島
ご
殆
ざ
同
一
の
氣
候
を
有
す
る
地
方
が
此
の

西
側
ご
著
し
一
異
な
れ
る
こ
ご
も
寧
ろ
画
然
な
り
こ
す
。

　
是
鴨
緑
江
を
渡
り
て
も
其
の
沿
岸
に
近
き
地
域
は
術
ほ

朝
鮮
西
側
の
羅
地
ご
暑
ぼ
趣
を
同
く
せ
る
を
認
め
遼
東
年

島
ご
西
側
ご
東
側
こ
の
間
に
叉
た
注
目
す
べ
き
地
貌
上
の

差
異
を
知
れ
ゲ
○
之
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
牢
島
の
地
貌
の
膝

色
の
倍
明
瞭
こ
な
る
を
畳
ゆ
○
（
九
月
四
日
謄
本
漢
湖
）


